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医
工
連
携
に
よ
る
医
療
機
器
開
発
・
事
業
化
に
貢
献
し
た
医
師
と
企
業
を
称
え
る
「
Ｍ
Ｄ
Ｆ
医
工
共
創
ア
ワ
ー
ド

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
〜
未
来
の
医
療
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
医
工
連
携
の
最
前
線
〜
」
が
７
月
２８
日
、
大
阪
商
工
会
議
所
で
開
催

さ
れ
、
山
科
精
器
（
滋
賀
県
）
が
企
業
表
彰
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

大
商
の
鳥
井
信
吾
会
頭（
前
列
中
央
右
）、
相
良
暁
副
会
頭（
同
左
）

と
と
も
に
記
念
撮
影
に
臨
む
Ｍ
Ｄ
Ｆ
医
工
共
創
ア
ワ
ー
ド
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
の
受
賞
者
ら
�
７
月
２８
日
、
大
商

大
阪
・
関
西
万
博
も
残
す
と

こ
ろ
あ
と
１
カ
月
。
連
日
、
未

来
へ
の
夢
と
希
望
を
育
む
イ
ベ

ン
ト
や
パ
ビ
リ
オ
ン
が
来
場
者

を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

中
で
も
注
目
を
集
め
る
の

が
、
サ
イ
エ
ン
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
が
手
が
け
た
「
ミ
ラ
イ

人
間
洗
濯
機
」
だ
。
開
発
の
き

っ
か
け
は
、
１
９
７
０
年
の
大

阪
万
博
。
当
時
小
学
生
だ
っ
た

同
社
の
青
山
恭
明
会
長
が
、
サ

ン
ヨ
ー
館
で
見
た
「
人
間
洗
濯

機
」
に
感
激
し
、
開
発
に
至
っ

た
と
い
う
。

三
洋
電
機
は
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
の
創
業
者
松
下
幸
之
助
氏
の

義
弟
・
井
植
歳
男
氏（
写
真
）が

１
９
４
７
年
に
創
業
。
首
が
伸

縮
す
る
扇
風
機
や
噴
流
式
電
気

洗
濯
機
な
ど
を
生
み
出
し
、
暮

ら
し
を
豊
か
に
し
た
。

「
世
の
た
め
人
の
た
め
に
な

れ
ば
え
え
ん
や
ろ
」。
７０
年
万

博
へ
の
出
展
を
快
諾
し
た
井
植

氏
は
、「
人
間
洗
濯
機
」
の
開
発

を
指
示
、
し
か
し
こ
れ
を
見
届

け
る
こ
と
な
く
６９
年
に
、
６６
歳

の
生
涯
を
閉
じ
た
。

井
植
氏
の
意
志
を
継
ぎ
「
日

本
の
こ
こ
ろ
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
民
家
風
の
パ
ビ
リ
オ
ン
内
に

は
、
三
洋
電
機
の
技
術
を
集
結

し
た
未
来
商
品
が
勢
ぞ
ろ
い
。

特
に
話
題
を
集
め
た
の
は
、
や

は
り「
人
間
洗
濯
機
」。
カ
プ
セ

ル
内
に
座
れ
ば
、
超
音
波
か
ら

発
生
し
た
気
泡
が
体
を
き
れ
い

に
す
る
未
来
の
お
風
呂
に
、

人
々
は
魅
了
さ
れ
た
。

あ
れ
か
ら
５５
年
。「
人
間
洗
濯

機
」
へ
の
夢
は
受
け
継
が
れ
、

今
回
の
万
博
で
さ
ら
に
進
化
を

遂
げ
た
。

同
ア
ワ
ー
ド
は
、
大
商
が

全
国
を
対
象
と
し
た
医
療
機

器
開
発
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
事
業
と
し
て
２
０
０
３

年
か
ら
実
施
す
る
「
次
世
代

医
療
シ
ス
テ
ム
産
業
化
フ
ォ

ー
ラ
ム
（M

edical
D
e

vice
Industry

For
um

�
Ｍ
Ｄ
Ｆ
）」
に
お
い

て
、
医
療
従
事
者
か
ら
の
共

同
開
発
提
案
の
累
計
が
１
０

０
０
件
に
到
達
す
る
こ
と
を

記
念
し
て
開
か
れ
た
。

鳥
井
信
吾
会
頭
の
開
会
あ

い
さ
つ
、
相
良
暁
副
会
頭
の

「
社
会
が
求
め
る
医
療
へ
の

貢
献
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
キ

ー
ノ
ー
ト
の
後
、
企
業
と
医

師
そ
れ
ぞ
れ
の
表
彰
式
が
執

り
行
わ
れ
た
。

企
業
表
彰
で
は
、
Ｍ
Ｄ
Ｆ

の
医
工
連
携
マ
ッ
チ
ン
グ
例

会
な
ど
を
通
じ
て
事
業
化
・

製
品
化
に
至
っ
た
７４
件
の
中

か
ら
、
異
業
種
か
ら
医
療
分

野
へ
の
参
入
を
果
た
し
、
成

果
を
上
げ
て
い
る
５
社
が
ノ

ミ
ネ
ー
ト
。
Ｍ
Ｄ
Ｆ
座
長
ら

の
審
査
に
よ
っ
て
、
山
科
精

器
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
。
安

井
（
宮
崎
県
）
が
優
秀
賞
、

エ
ス
ケ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
（
京
都
府
）、
入
江
工
研

（
東
京
都
）、
ハ
リ
キ
精
工

（
大
阪
府
）
が
そ
れ
ぞ
れ
奨

励
賞
を
受
賞
し
た
。

医
工
連
携
に
よ
る
医
療
機

器
開
発
に
貢
献
し
た
７
人
の

医
師
に
も
特
別
賞
が
授
与
さ

れ
、
鳥
井
会
頭
と
相
良
副
会

頭
が
そ
れ
ぞ
れ
ク
リ
ス
タ
ル

を
贈
呈
し
た
。

【
問
合
せ
】
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
振
興
担
当
�
６
９
４
４

・
６
４
８
４

�
１
９
７
０
年
大
阪
万
博
サ
ン

ヨ
ー
館
�
人
間
洗
濯
機

提
供
�
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス

大
阪
、
京
都
、
神
戸
の
３

つ
の
商
工
会
議
所
は
８
月
１３

日
、「
２
０
２
５
年
度
関
西
圏

に
お
け
る
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
産
業
振
興
に
か
か
る
要

望
」
を
関
係
省
庁
に
建
議
し

た
。同

要
望
は
大
商
の
相
良
暁

副
会
頭
を
は
じ
め
三
会
議
所

の
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
担
当

副
会
頭
で
構
成
す
る
京
阪
神

三
商
工
会
議
所
ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
振
興
懇
談
会
で
と
り

ま
と
め
た
も
の
。
新
規
１０
項

目
を
含
め
た
全
２３
項
目
で
構

成
し
て
お
り
、
�
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
促
進
�
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
の
強
化
�
万
博
レ
ガ
シ

ー
実
現
に
向
け
た
基
盤
整
備

�
�
を
要
望
の
３
本
柱
と
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
日

本
の
創
薬
力
維
持
・
発
展
の

た
め
の
対
応
▽
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
の
研
究
開
発
環
境
の
整

備
▽
ヘ
ル
ス
ケ
ア
製
品
・
サ

ー
ビ
ス
に
関
す
る
適
切
な
情

報
発
信
な
ど
を
促
進
す
る
規

制
改
革
▽
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
前
提
と
し
た
保
険
収
載

価
格
な
ど
の
全
面
的
な
上
方

改
定
▽
海
外
展
開
を
見
据
え

た
伴
走
支
援
機
能
の
強
化
▽

大
阪
・
関
西
万
博
を
契
機
と

し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
コ
シ

ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
を
求
め

た
。
ト
ラ
ン
プ
関
税
に
対
す

る
政
府
の
対
応
へ
の
考
え
方

に
も
触
れ
た
。

同
懇
談
会
で
は
、
今
後
も

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
産
業
の

振
興
に
向
け
た
協
議
・
具
体

的
な
事
業
の
相
互
連
携
な
ど

を
進
め
て
い
く
。

【
問
合
せ
】
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
振
興
担
当
�
６
９
４
４

・
６
４
８
４

大
阪
商
工
会
議
所
は
８
月

１２
〜
１８
日
、
大
阪
・
関
西
万

博
の
大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ

リ
オ
ン
内
展
示
エ
リ
ア
「
リ

ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
、

展
示
企
画
「
Ｓ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ

Ａ
；
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
〜
輝
く

未
来
社
会
の
創
り
手
こ
こ
に

あ
り
〜
」
を
出
展
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
、
ク
ロ
ス
リ
ア

リ
テ
ィ
ー（
Ｘ
Ｒ
）、
環
境
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
も
の
づ
く
り
の

各
分
野
か
ら
独
自
の
技
術
力

や
開
発
力
を
持
つ
中
小
企
業

・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
９
者

が
、「
暮
ら
し
の
ミ
ラ
イ
」
を

テ
ー
マ
に
先
進
的
な
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
体
験
型
で
展

示
。
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
い
ず

れ
も
行
列
が
途
切
れ
ず
、
連

日
予
想
を
超
え
る
大
盛
況
と

な
っ
た
。

来
場
者
か
ら
は
、「
面
白
い

サ
ー
ビ
ス
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
ぜ
ひ
将
来
、
社
会
に
実

装
し
て
ほ
し
い
」「
大
阪
の
中

小
企
業
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
技
術
力
の
高
さ
を
再
認
識

し
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
た
。ま
た
出
展
者
か
ら
も
、

「
実
際
に
来
場
者
の
反
応
を

見
る
こ
と
で
自
社
商
品
の
手

応
え
と
課
題
を
感
じ
た
」「
今

後
の
も
の
づ
く
り
の
励
み
と

な
っ
た
」
と
の
感
想
が
聞
か

れ
た
。

期
間
中
に
は
、
大
商
の
鳥

井
信
吾
会
頭
、
立
野
純
三
副

会
頭
、
�
瀬
恭
子
副
会
頭
ら

も
会
場
を
訪
れ
、
９
者
が
提

案
す
る
未
来
の
暮
ら
し
に
溶

け
込
む
サ
ー
ビ
ス
や
製
品
を

体
験
し
、
出
展
者
ら
と
交
流

し
た
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大阪商工会議所は、企業の法務・総
務担当者が法律の基礎知識を学ぶ「企
業法実務基礎講座」を開く。
大手企業の法務部門責任者らが講師

を務め、会社法、契約業務、独禁法・
下請法、労働法、個人情報保護法など
幅広い分野を解説する。受講者からは
「書籍に書かれていない実務が分かり
やすく学べる」「交流会で社外ネットワ
ークが構築できる」といった声が寄せ
られている。
１０月１５日から１２月３日までの毎週水
曜日、全１６講座。大商で。初回と最終
回には受講後、参加者同士の交流会を
実施する。オンラインでも受
講可。
問合せ 企画広報室

�６９４４・６３０４

展示企画「ＳｅｒｉｅｓＡ；セレクション～輝く未来社
会の創り手ここにあり～」を視察する大商の鳥井信吾会
頭�８月１６日、万博会場の大阪ヘルスケアパビリオン

大
阪
商
工
会
議
所
が
実
施

す
る
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
事
業
展
開
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
「U

-ST
A
R
T
U
P

K
A
N
SA
I
2025

」
の

最
終
審
査
会
へ
の
出
場
者
が

こ
の
ほ
ど
、
決
定
し
た
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
国
内

の
ほ
か
韓
国
か
ら
の
応
募
も

あ
り
、
合
計
５０
件
の
中
か
ら

書
類
審
査
を
通
過
し
た
、
医

療
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
マ
テ
リ
ア
ル
、
宇
宙
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
の
分
野
の

先
端
技
術
を
有
す
る
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
１２
者
が
最
終
審
査

会
で
、
聴
衆
企
業
と
の
事
業

連
携
な
ど
に
向
け
た
ピ
ッ
チ

を
行
う
。

ピ
ッ
チ
の
内
容
を
審
査

し
、
米
国
で
開
催
さ
れ
る
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
見
本
市
「
Ｃ
Ｅ

Ｓ
」
へ
の
無
料
出
展
権
や
、

大
阪
・
梅
田
の
コ
・
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
１
年
間
利

用
権
な
ど
、
今
後
の
成
長
を

後
押
し
す
る
副
賞
を
提
供
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
の

連
携
に
関
心
の
あ
る
大
阪
・

関
西
の
事
業
会
社
１９
社
で
構

成
す
る「
共
創
パ
ー
ト
ナ
ー
」

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
セ

ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。

オ
ー
プ
ン
ピ
ッ
チ
は
９
月

１９
日
午
後
１
〜
５
時
、
イ
ノ

ゲ
ー
ト
大
阪（
大
阪
市
北
区
）

で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
１１
月

９
〜
１４
日
、
独
立
行
政
法
人

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ

ト
ロ
）大
阪
本
部
と
と
も
に
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
最
新
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
を
探
る
「
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
経
済
・
現
地
人

材
視
察
団
」
を
派
遣
す
る
。

共
同
団
長
は
森
島
弘
光
・
大

商
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
長

（
丸
紅
執
行
役
員

大
阪
支

社
長
）、庄
秀
輝
・
ジ
ェ
ト
ロ

大
阪
本
部
長
。

人
口
１
億
７
千
万
人
超
え

の
同
国
は
、
従
来
か
ら
製
造

業
の
進
出
先
と
し
て
注
目
を

集
め
て
き
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ

リ
テ
ラ
シ
ー
や
語
学
力
の
高

い
若
年
層
も
豊
富
。
高
度
人

材
に
加
え
、
介
護
、
農
業
、

ビ
ル
清
掃
管
理
、
建
設
な
ど

特
定
技
能
労
働
者
と
し
て
も

期
待
す
る
日
本
企
業
が
多

い
。今

回
は
、首
都
ダ
ッ
カ
で
、

日
本
企
業
が
集
積
す
る
経
済

特
区
や
進
出
企
業
の
工
場
、

人
材
育
成
機
関
（
大
学
、
Ｉ

Ｔ
訓
練
校
な
ど
）を
訪
問
し
、

現
地
人
材
の
可
能
性
、
製
造

拠
点
と
し
て
の
魅
力
、
拡
大

す
る
同
国
内
市
場
に
つ
い
て

最
新
事
情
を
視
察
す
る
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

大阪企業
家ミュージ
アムは９月
１６日、老舗
企業が守り
抜いてきた
伝統や時代
に沿った変
化を遂げ今
に 至 る 姿
を、創業者、
歴代経営者
の志や挑戦
の歴史とと
もに紹介す
る特設展示を開始する。
１社目は今年創業１４０周年を迎えた

「桃谷順天館」。１８８５（明治１８）年の創
業以来、「順天（天に順い人々に奉仕す
る心）」をモットーに美と健康を追求す
る姿を紹介する（１２月１３日まで）。
９月１７日には講演会を開く。同社の
杉野哲造桃谷総合文化研究所所長が、
同社の歩みと、大阪・関西万博に出展
する最新の取り組みを紹介。化粧品の
枠を超え新たな事業に果敢に挑戦する
同社の取り組みを話す。午後３時～４
時１５分、同ミュージアムで。
問合せ 同ミュージアム

�４９６４・７６０１

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
１１

月
に
イ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
る

２
つ
の
展
示
会
「IC

O
N

N
SU
M
M
IT

」「G
re

en
B
uilding

C
ong

ress

」に
参
加
す
る
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
派
遣
す
る
。

イ
ン
ド
は
、
世
界
３
位
の

ユ
ニ
コ
ー
ン
企
業
輩
出
国
で

あ
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
達
成
に
向
け
て
環
境

産
業
の
さ
ら
な
る
成
長
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
同
国
で
ビ

ジ
ネ
ス
機
会
を
探
す
企
業
に

と
っ
て
は
絶
好
の
機
会
と
な

る
。
参
加
企
業
は
両
展
示
会

で
、
大
商
の
提
携
先
で
あ
る

「
イ
ン
ド
工
業
連
盟
（
Ｃ
Ｉ

Ｉ
）」の
協
力
の
下
、
無
償
ブ

ー
ス
の
提
供
の
ほ
か
、
国
内

外
か
ら
関
係
者
が
集
ま
る
分

科
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
機
会
が
得
ら
れ
る
。

◆IC
O
N
N
S
U
M
M
I

T

１１
月
２４
〜
２５
日

ハ
イ

デ
ラ
バ
ー
ド

多
様
な
分
野

・
業
種
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

が
集
ま
る
イ
ン
ド
国
内
最
大

級
の
イ
ベ
ン
ト
。
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
と
の
連
携
を
目
指
す

企
業
も
参
加
可
能
。

◆G
reen

B
uilding

C
ongress

１１
月
２７

〜
２９
日

ム
ン
バ
イ

イ
ン

ド
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
達
成
に
向
け
、
国
内
外
か

ら
グ
リ
ー
ン
分
野
の
製
品
・

材
料
・
技
術
が
集
ま
る
イ
ベ

ン
ト
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

佐
藤
さ
ん
の
腕
時
計

学
生
の
頃
、
最
も
情
熱
を

傾
け
た
の
が「
夏
祭
り
」。
実

施
に
向
け
、
学
部
を
超
え
た

約
７０
人
の
実
行
委
員
会
を
組

織
し
た
。
一
方
、
学
校
側
の

窓
口
は
「
学
生
課
の
佐
藤
さ

ん
」
だ
っ
た
。
常
に
事
務
的

で
、
ま
さ
に「
や
っ
か
い
な
」

相
手
。「
納
得
で
き
な
い
」「
無

理
だ
」
が
口
癖
で
よ
く
口
論

に
な
っ
た
。
特
に
厳
し
か
っ

た
の
は
時
間
だ
。
い
つ
も
腕

時
計
を
ち
ら
ち
ら
、
打
ち
合

わ
せ
の
時
も
、
数
分
遅
れ
た

ら
会
っ
て
も
く
れ
な
か
っ
た

▼
夏
祭
り
当
日
は
快
晴
だ
っ

た
。
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
盆

踊
り
が
始
ま
っ
た
の
は
１８
時

００
分
。
も
ち
ろ
ん
１７
時
５９
分

で
は
な
い
。
佐
藤
さ
ん
の
腕

時
計
が
開
始
時
間
な
の
で
あ

る
。
時
間
を
追
う
ご
と
に
、

地
元
民
謡
同
好
会
や
留
学
生

が
参
加
し
、
多
重
の
輪
が
で

き
て
祭
り
は
最
高
潮
に
。
終

了
時
刻
は
２２
時
００
分
だ
。
１

分
た
り
と
も
過
ぎ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
佐
藤
さ
ん
と
の

約
束
だ
▼
２１
時
５０
分
に
な
っ

た
。
佐
藤
さ
ん
が
腕
時
計
を

見
て
い
る
。
私
は
「
時
間
よ

止
ま
れ
�
」
と
祈
っ
た
が
仕

方
な
い
、次
の
曲
が
最
後
だ
。

佐
藤
さ
ん
に
、「
最
後
の
曲
で

す
。
こ
れ
で
終
わ
り
ま
す
」

と
告
げ
た
▼
す
る
と
佐
藤
さ

ん
は
ニ
ヤ
リ
と
し
、「
僕
の
時

計
は
ま
だ
２１
時
半
や
で
」
と

言
っ
て
く
れ
た
。
私
の
眼
に

は
涙
が
溢
れ
、
き
ち
ん
と
確

認
で
き
な
か
っ
た
が
、
佐
藤

さ
ん
の
腕
時
計
が
初
め
て
狂

っ
た
時
だ
っ
た
。

（
Ｋ
）

◆個人情報の取り扱い 大阪商工会議所が主催するセ
ミナーなどの参加申込書にご記入いただいた情報は、大
商からの各種連絡・情報提供に利用するほか、講師には
参加者名簿として提供します。

登壇企業（社名五十音順）
iXgene（東京都）
ウィズレイ（岡山県）
エルライ（京都府）
AutoL Co., Ltd.（韓国）
TearExo（兵庫県）

NanoResonance（兵庫県）
NODAS（京都府）
fcuro（大阪府）
ベホマル（滋賀県）
マテリアルゲート（広島県）
MEDEMIL（東京都）

ロータス・サーマル・ソリ
ューション（大阪府）

企業法実務基礎講座
大手法務部門責任者らが幅広い分野を解説

大阪企業家ミュージアム
９月１６日から桃谷順天館の特設展示

次世代テックフォーラムで防衛産業参
入可能性を探る �
９月２４～２６日、五代没後１４０周年スタン
プラリー �
１０月１３日（万博閉幕日）まで交通混雑緩
和の取組期間 �
大商で下請法相談に対応 �

国
内
外
の
大
学
発
新
興
１２
者
が
登
壇

医
療
現
場
ニ
ー
ズ
提
案
数
累
計
１０００
件
記
念

９
月
１９
日
に
ピ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト

ＭＭ
ＤＤ
ＦＦ
医医
工工
共共
創創
アア
ワワ
ーー
ドド
ＪＪ
ＡＡ
ＰＰ
ＡＡ
ＮＮ

▼詳細は
こちら

山
科
精
器
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

イ
ン
ド
で
の
事
業
拡
大
に

１１
月
、展
示
会
出
展
の
機
会

▼詳細は
こちら

京阪神３商
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
産
業
振
興
へ

▼詳細は
こちら

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
な
ど
３
本
柱

国
に
要
望

▼詳細は
こちら

大阪・関西万博
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
第
２
弾

井
植
歳
男

三
洋
電
機
創
業
者

�
暮
ら
し
の
ミ
ラ
イ
�を
展
示

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
視
察
団

首
都
ダ
ッ
カ
の
最
新
事
情
探
る

▼詳細は
こちら

万万博博とと企企業業家家たたちち �８�

夢は受け継がれる―�人間洗濯機�

２０２５年（令和７年）９月１０日 水曜日大 商 ニ ュ ー ス（昭和４９年８月２０日第３種郵便物認可）第 号１３８３（１）



中央アフリカの閣僚が更家常議員
らと懇談

大阪とトーゴの商工会議所が相互
協力覚書を締結

黒田副会頭がマリ ビジネスフォ
ーラムであいさつ

ブルーアフリカナイトで鳥井会頭
が大阪締め

大
阪
・
関
西
万
博
の
テ
ー

マ
ウ
ィ
ー
ク
と
連
動
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
７
月
２６
日
と

８
月
９
日
、
大
阪
市
此
花
区

の
万
博
会
場
で
開
か
れ
た
。

こ
れ
は
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ

ム
傘
下
の
団
体
「
グ
ロ
ー
バ

ル
・
シ
ェ
イ
パ
ー
ズ
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
大
阪
ハ
ブ
」
が
立

ち
上
げ
た
「
シ
ェ
イ
プ
・
ニ

ュ
ー
ワ
ー
ル
ド
・
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ（
Ｓ
Ｎ
Ｗ
Ｉ
）」が
主
催

す
る
も
の
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
２
０

２
４
年
か
ら
テ
ー
マ
ウ
ィ
ー

ク
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｗ
Ｉ
を

支
援
。
事
前
の
調
査
研
究
と

し
て
、
テ
ー
マ
ご
と
の
有
識

者
会
議
を
開
催
。

７
月
２６
日
、
第
１３
回
と
な

る
「
２５
年
後
の
世
界
の
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
探
る
�

未
来
の
学
び
と
課
題
」
に
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
相
良
暁
副

会
頭
は
「
教
育
は
未
来
を
切

り
拓
く
原
動
力
。
若
い
世
代

の
柔
軟
な
発
想
と
挑
戦
が
、

未
来
を
切
り
開
く
第
一
歩
と

な
る
」
と
述
べ
た
。

８
月
９
日
、
第
１６
回
と
な

る
「
ピ
ー
ス
フ
ル
・
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
�
世
界
の
ユ
ー
ス

リ
ー
ダ
ー
と
共
に
考
え
る
平

和
な
未
来
を
導
く
方
法
」
に

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
�
瀬
恭

子
副
会
頭
は
「
我
々
の
心
の

中
に
あ
る
平
和
の
種
が
芽
吹

き
、
未
来
を
変
え
る
力
へ
と

成
長
し
、
平
和
の
大
き
な
花

が
開
く
こ
と
を
願
っ
て
い

る
」
と
話
し
た
。

【
問
合
せ
】
万
博
協
力
推
進

室
�
６
９
４
４
・
６
３
２
３

中央アフリカ共和国のティエリ
ー・パトリック・アコロザ貿易・
産業担当大臣（写真左）ら４閣僚
が大阪・関西万博の、同国ナショ
ナルデーを翌日に控えた７月３１
日、大阪商工会議所を訪問した。
更家悠介常議員（サラヤ社長）（同
右）と井内摂男専務理事が応対。
更家常議員はビジネスを検討する
上で重要な現地の情勢安定と治安
改善への期待を示し、アコロザ大
臣は昨今の情勢安定化や法整備、
日本への期待について説明した。

ドミニカ輸出投資センター代表が
森島国際ビジネス委員長を表敬

ドミニカ輸出投資センターのビ
ビアナ・リベイロ・ディスラ代表
（写真左）が８月２２日、大阪商工
会議所の森島弘光国際ビジネス委
員長（丸紅執行役員 大阪支社長）
（同右）を表敬訪問した。
エドワード・アニバル・ペレス

・レジェス駐日ドミニカ大使も出
席。万博を契機とした大阪とドミ
ニカの文化・ビジネス両面での関
係構築に向け意見交換した。

中国国際貿易促進委員会山東省日
照市委員会と大商が連携に関する
覚書を締結

大阪商工会議所は７月２８日、中
国国際貿易促進委員会山東省日照
市委員会と、連携に関する覚書を
大阪市内で締結した。
署名は、同会の鄭悦（てい・え

つ）書記（写真左）と大商の岡広
史中国ビジネス委員長（伊藤忠商
事常務理事）（同右）が行った。
現在、大阪・関西万博中国パビ

リオンでは、３１の省・市をフィー
チャーしたテーマウィーク・デー
が順次開催。今回の締結は、山東
ウィーク期間（７月２９～３１日）中
に来訪した同市代表団からの、万
博を契機とした大阪企業との関係
構築の要望に応えたもの。

中国国際貿易促進委員会黒竜江省
委員会と大商が連携に関する覚書
を締結

大阪商工会議所は８月１９日、中
国国際貿易促進委員会黒竜江省委
員会と、大阪・関西万博の中国パ
ビリオンで開かれた黒竜江デー開
幕式内で連携に関する覚書を締結
した。
署名は、同会の陳志強（ちん・

しきょう）連絡部部長（写真左）
と大商の岡広史中国ビジネス委員
長（伊藤忠商事常務理事）（同右）
が行った。
大阪・関西万博の中国パビリオ

ンが開催する黒竜江デー（８月１９
日）に合わせて同省代表団が来阪。
今回の締結は、同省代表団からの、
万博を契機とした大阪経済界との
関係構築の要望に応えたもの。

大阪商工会議所は８月１９日、ト
ーゴ商工会議所と相互協力覚書を
大商で締結した。この覚書は、万
博を足掛かりに大阪企業との関係
構築を目指す同国代表団の要望に
応えたもの。
ローズ・カイ・ミヴェドール�

サンビアニ商業・手工芸・地方消
費大臣（写真中央）の立会いの下、
トーゴ商工会議所のシメヌー・ク
ワシ会長（同右）と大商の立野純
三副会頭（同左）が覚書に署名。
立野副会頭は「今日のような相互
理解とビジネス交流促進が万博の
醍醐味の一つだ」と述べた。

マリのアブドゥライ・マイガ暫
定政府首相をはじめとする代表団
が大阪・関西万博での同国のナシ
ョナルデーを翌日に控えた８月１
日、来阪し、大阪市内でビジネス
フォーラムを開いた。
大阪商工会議所からは黒田章裕

副会頭（写真左端）が出席。あい
さつの中で「大阪・関西万博が今
後の国際事業の展開を検討する上
でまたとない機会となっている。
このような機会を通して企業関係
者の認識がアップデートされるこ
とを期待している」と述べた。
同国は日照時間や農地面積とい

った優位性から、鉱物やエネルギ
ーのほかに農業に大きな発展の余
地があり、綿花に代表される繊維
産業や畜産皮革加工業などに注力
している。

�瀬副会頭がＡＳＥＡＮビジネス
フォーラムで開会あいさつ

サトヴィンダー・シンＡＳＥＡ
Ｎ経済共同体担当事務次長らが大
阪・関西万博の、ナショナルデー
を翌日に控えた８月７日、来阪し
たのを機に、大阪商工会議所など
はＡＳＥＡＮビジネスフォーラム
を大商で開いた。
�瀬恭子副会頭（写真）の開会

あいさつの後、シン事務次長がＡ
ＳＥＡＮの活動について基調講
演。日本貿易振興機構（ジェトロ）
がＡＳＥＡＮ地域のビジネス環境
について紹介し、パネル討論では
在阪の複数の領事らが登壇し、各
国のポテンシャルや今後の日本と
アセアンの共創について議論し
た。

日本・アフリカ合計で３００人を
超す参加者を迎えてブルーアフリ
カナイトが８月２３日、大阪市内で
開かれた。
これは、大阪・関西万博とＴＩ

ＣＡＤ９の開催に合わせて、特定
非営利活動法人ゼリ・ジャパン
（理事長�更家悠介サラヤ社長）
（写真左端）が主催したもの。ウ
ガンダ財務・計画・経済開発省の
アモス・ルゴロビ計画担当国務大
臣らアフリカ各国要人やビジネス
関係者との間で、アフリカの持続
可能な開発を念頭においた交流が
盛んに行われた。にぎやかな雰囲
気の中で大阪商工会議所の鳥井信
吾会頭（同右から２人目）の音頭
による大阪締めが行われた。

�あいさつに立つ大商の相良暁
副会頭�７月２６日、大阪・関西
万博会場�あいさつに立つ大商
の�瀬恭子副会頭�８月９日、
同

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
次

世
代
産
業
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ

ス
創
出
を
促
進
す
る
「
次
世

代
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
、

今
年
度
、
新
た
に
「
防
衛
・

防
災
ク
ラ
ス
タ
ー
」を
設
置
、

第
１
回
ク
ラ
ス
タ
ー
会
議
を

９
月
２９
日
に
開
催
す
る
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
防

衛
産
業
参
入
可
能
性
」
を
テ

ー
マ
に
、
デ
ロ
イ
ト
ト
ー
マ

ツ
ス
ペ
ー
ス
ア
ン
ド
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
高
橋
秀
文
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
が
防
衛
産
業
へ
の
参

入
や
活
性
化
に
向
け
た
政
府

政
策
の
ポ
イ
ン
ト
、
新
規
参

入
事
例
や
成
功
要
因
な
ど
を

紹
介
す
る
。
米
国
防
衛
テ
ッ

ク
の
Ｒ
Ｓ
Ｅ
Ｔ
の
ビ
ル
・
グ

レ
ゴ
リ
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
米
国
防

衛
産
業
で
培
っ
た
サ
ー
ビ
ス

を
災
害
対
策
に
応
用
展
開
し

た
事
例
を
紹
介
。そ
の
ほ
か
、

自
社
の
技
術
、
サ
ー
ビ
ス
を

基
に
防
衛
産
業
参
入
を
検
討

し
て
い
る
エ
ー
ス
ポ
イ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
ズ
と
ア
ド
バ
ン
ス

ド
デ
ー
タ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ

が
事
例
紹
介
す
る
。
午
後
２

〜
５
時
、
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
８
月

２２
日
、
関
西
国
際
空
港
の
観

光
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
に
出
展
し
た

（
写
真
）。

同
ブ
ー
ス
は
、
万
博
を
契

機
と
し
た
周
遊
観
光
促
進
を

目
的
に
近
畿
運
輸
局
な
ど
が

設
置
。
大
商
は
、
日
本
文
化

体
験
を
提
供
す
る
「
山
茶
花

（
Ｓ
ａ
ｚ
ａ
ｎ
ｋ
ａ
）」（
大

阪
市
天
王
寺
区
）と
連
携
し
、

書
道
体
験
を
実
施
し
た
。
関

空
を
訪
れ
た
国
内
外
の
旅
行

者
ら
約
５０
人
が
参
加
。
体
験

し
た
外
国
人
ら
は
、
山
茶
花

の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
書
き
方
を

教
わ
り
な
が
ら
、
初
め
て
の

書
道
を
楽
し
ん
だ
。

「
く
う
ぞ
、
万
博
。」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
Ｐ
Ｒ
し
、
関
空

周
辺
地
域
の
万
博
メ
ニ
ュ
ー

や
観
光
を
発
信
し
た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
担
当

�
６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
商
工
会
議
所
は
２
０

１
９
年
４
月
か
ら
毎
日
放
送

と
吉
本
興
業
と
と
も
に
、
毎

日
放
送
「
よ
し
も
と
新
喜
劇

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
の
ミ
ニ
コ
ー
ナ

ー
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む

中
小
企
業
約
２
０
０
社
を
紹

介
し
て
き
た
。
９
月
１６
日
午

前
１
時
４
分
か
ら
は
、
集
大

成
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
出
演

企
業
の
う
ち
の
４
社
が
大
阪

・
関
西
万
博
で
活
躍
す
る
様

子
を
盛
り
込
ん
だ
特
別
番
組

を
１
時
間
放
映
す
る
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

サウジアラビアの
伝統的な都市構造物
から着想を得たデザ
イン。深く根差した
文化遺産、街や都市
を探索しているよう
な空間体験から持続
的な未来の創造ま
で、没入感のある壮
大な旅を楽しめる。

古代のモチ一フ
「トリスケル」をベ
ースにしたデザイン
で、国家としてのア
イルランド、日本と
の関係、クリエイテ
ィブな協働の精神を
表す。地球環境に優
しい資材を用い、豊
かな工芸精神の伝統
を反映している。 The Kingdom of Saudi Arabia Pavilion

at Expo 2025 Osaka

書
道
体
験
の
機
会

旅
行
者
ら
に
提
供

�
万
博
テ
ー
マ
ウ
ィ
ー
ク
�連
動
シ
ン
ポ

万
博
メ
ニ
ュ
ー
も
Ｐ
Ｒ

大阪・関西万博 見どころ紹介 海外パビリオン

�
瀬
・
相
良
副
会
頭
が
あ
い
さ
つ

サウジアラビア王国

次
世
代
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム

防
衛
産
業
参
入
可
能
性
を
探
る

よ
し
も
と
新
喜
劇

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

特
別
番
組
を
放
映

▼詳細は
こちら

アイルランド

（２）２０２５年（令和７年）９月１０日 水曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３８３
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図　在日ベトナム人数の主要在留資格別の推移

（出所）出入国在留管理庁の発表を基にジェトロ作成

技能実習

特定技能

技術・人文知識・国際業務

中中
小小
企企
業業
をを
規規
律律
すす
るる

重重
要要
法法
令令
とと
そそ
のの
適適
用用
事事
例例
③③

Ｑ

Ａ

近
年
、
日
本
企
業
に
お
け
る
外
国
人
材
の
活

躍
が
増
加
し
て
お
り
、
特
に
ベ
ト
ナ
ム
人
の
存

在
感
が
高
ま
っ
て
い
る
。

２
０
２
４
年
１０
月
末
時
点
で
、
日
本
で
働
く

ベ
ト
ナ
ム
人
は
５７
万
７
０
８
人
に
の
ぼ
り
、
外

国
人
労
働
者
全
体
の
４
分
の
１
近
く
を
占
め

る
。
２
０
２
０
年
以
降
、
中
国
人
を
上
回
り
、

外
国
人
労
働
者
数
で
首
位
を
維
持
し
て
い
る
。

在
留
資
格
別（
２
０
２
４
年
末
時
点
）で
は
、

技
能
実
習
（
２１
万
２
１
４
１
人
）、
特
定
技
能

（
１３
万
３
４
７
８
人
）、技
術
・
人
文
知
識
・
国

際
業
務
（
１０
万
８
３
３
４
人
）
が
多
く
、
特
に

高
度
人
材
と
さ
れ
る
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際

業
務
で
は
、
２
０
２
３
年
に
中
国
人
を
抜
い
て

最
多
と
な
っ
た
。同
資
格
で
の
ベ
ト
ナ
ム
人
は
、

２
０
１
９
年
末
の
約
５
万
人
か
ら
、
２
０
２
４

年
末
に
は
２
倍
以
上
の
１０
万
人
超
え
に
増
加
し

た
（
図
参
照
）。

ベ
ト
ナ
ム
人
材
は
企
業
か
ら
一
定
の
評
価
を

得
て
い
る
。
ジ
ェ
ト
ロ
の
「
２
０
２
４
年
度
海

外
進
出
日
系
企
業
調
査
（
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ

ア
編
）」に
よ
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
人
材
は
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
諸
国
の
中
で
相
対
的
に
高
い
評
価
を
受
け

て
い
る
（
表
参
照
）。

具
体
的
な
活
躍
事
例
と
し
て
は
、
以
下
の
よ

う
な
声
が
企
業
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

・
「
海
外
市
場
へ
の
販
売
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
担
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
」（
製
造
業
）

・
「
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務
の
人
材
を

リ
ー
ダ
ー
に
、
技
能
実
習
生
と
連
携
し
た
チ
ー

ム
づ
く
り
が
機
能
し
て
い
る
」（
建
設
業
）

・
「
日
本
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必

要
な
職
種
で
強
み
を
発
揮
し
て
い
る
」（
人
材
派

遣
業
）

日
本
本
社
で
の
勤
務
経
験
を
活
か
し
、
ベ
ト

ナ
ム
法
人
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ス
と
し
て
活

躍
す
る
ケ
ー
ス
や
、
ベ
ト
ナ
ム
法
人
で
育
成
し

た
人
材
を
日
本
本
社
に
派
遣
す
る
な
ど
、
日
越

両
国
で
の
人
材
の
循
環
も
進
ん
で
い
る
。

一
方
、
雇
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点
も
あ

る
。
ベ
ト
ナ
ム
人
材
を
日
本
で
雇
用
す
る
場

合
、
中
期
的
に
安
心
し
て
働
け
る
環
境
整
備
が

重
要
。
言
語
や
文
化
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
、
家
族

の
帯
同
や
一
時
帰
国
制
度
な
ど
、
受
け
入
れ
体

制
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。
日
本
法
人
で
の
勤

務
経
験
が
あ
る
社
員
を
ベ
ト
ナ
ム
法
人
に
転
籍

さ
せ
る
場
合
に
は
、
役
職
や
給
与
体
系
の
違
い

に
つ
い
て
事
前
に
認
識
を
す
り
合
わ
せ
る
必
要

も
あ
る
。ま
た
、勤
務
地
と
出
身
地
・
家
族
の
居

住
地
が
離
れ
て
い
る
場
合
、
就
業
を
断
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
た
め
、
十
分
な
配
慮
が
必
要
だ
。

人
口
減
少
に
よ
る
人
材
不
足
が
進
む
日
本
に

お
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
人
材
の
活
躍
は
今
後
ま
す

ま
す
重
要
に
な
る
。
さ
ら
に
、
日
本
と
ベ
ト
ナ

ム
の
間
で
の
人
材
循
環
は
、
企
業
に
と
っ
て
相

乗
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

◇

大
阪
商
工
会
議
所
は
経
済
成
長
を
続
け
る
ア

セ
ア
ン
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
各
国
企
業
と
の
共

創
や
海
外
展
開
を
後
押
し
す
る
「
日

本
ア
セ
ア
ン
ビ
ジ
ネ
ス
促
進
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」を
運
営
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
１１
月
１
日
に

「
特
定
受
託
事
業
者
に
係

る
取
引
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法

律
」（
い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
）

が
施
行
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
４５
者

（
社
）
に
対
し
て
指
導
が
な
さ
れ
、

３
者
（
社
）
に
対
し
て
勧
告
が
な
さ

れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
施
行
後
の
執

行
状
況
等
を
踏
ま
え
、
中
小
企
業
に

求
め
ら
れ
る
対
応
等
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

◇

本
法
は
、
特
定
業
務
委

託
事
業
者
が
特
定
受
託
事

業
者
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
）
に
対
し
業

務
を
委
託
す
る
際
に
、
特
定
業
務
委

託
事
業
者
に
対
し
て
様
々
な
規
制
を

設
け
る
も
の
で
す
。

特
定
業
務
委
託
事
業
者
と
は
、「
従

業
員
を
一
人
以
上
雇
用
し
て
い
る
個

人
若
し
く
は
法
人
」
又
は
「
従
業
員

を
一
人
も
雇
用
し
て
い
な
い
が
役
員

が
二
人
以
上
い
る
法
人
」
を
い
い
、

特
定
受
託
事
業
者（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
）

と
は
、「
従
業
員
を
一
人
も
雇
用
し
て

い
な
い
個
人
」
又
は
「
役
員
が
代
表

者
一
人
で
か
つ
従
業
員
を
一
人
も
雇

用
し
て
い
な
い
法
人
」を
い
い
ま
す
。

単
純
化
す
れ
ば
、
本
法
は
、「
２
人
以

上
」
で
事
業
を
行
う
発
注
者
が
、「
１

人
だ
け
」で
事
業
を
行
う
受
託
者（
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
）
に
業
務
を
委
託
す
る

際
に
、
そ
の
両
者
の
力
関
係
の
差
に

着
目
し
、
発
注
者
に
対
し
様
々
な
規

制
を
設
け
る
こ
と
で
、
受
託
者
（
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
）
を
保
護
し
て
い
る
、

と
考
え
れ
ば
理
解
し
や
す
い
と
思
い

ま
す（
但
し
、
後
記
�
に
つ
い
て
は
、

１
人
だ
け
で
事
業
を
行
う
発
注
者
に

も
規
制
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
留
意

く
だ
さ
い
）。

規
制
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
が
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
取
引
の
適
正

化
と
い
う
観
点
か
ら
、
�
給
付
の
内

容
や
報
酬
の
額
等
を
書
面
又
は
電
磁

的
方
法
に
よ
り
明
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
�
給
付
を
受
領
し
た

日
か
ら
６０
日
以
内
の
支
払
期
日
を
設

定
し
、
報
酬
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
�
不
当
な
受
領
拒
否

や
報
酬
減
額
等
が
禁
止
さ
れ
る
こ

と
、
ま
た
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
就
業

環
境
の
整
備
と
い
う
観
点
か
ら
、
�

広
告
等
に
よ
り
募
集
情
報
を
提
供
す

る
と
き
は
虚
偽
の
表
示
等
を
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
、
�
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

が
育
児
介
護
等
と
両
立
し
て
継
続
的

に
業
務
委
託
を
行
え
る
よ
う
に
必
要

な
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
、
�
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
対
す
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
に
係
る
相
談
対
応

等
必
要
な
体
制
整
備
等
の
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
�
継

続
的
な
業
務
委
託
を
中
途
解
除
す
る

場
合
等
に
は
３０
日
前
ま
で
に
予
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
等
の
規

制
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
に
も
本
法
の
規
制
が
及

び
ま
す
の
で
、
上
記
の
規
制
を
全
て

遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
法

施
行
後
の
指
導
及
び
勧
告
は
主
に
上

記
�
と
�
の
違
反
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
最
初
の

一
歩
と
し
て
、
�
と
�
の
規
制
の
遵

守
か
ら
始
め
る
こ
と
も
現
実
的
な
対

応
と
い
え
ま
す
。
こ
の
点
、
�
は
要

す
る
に
、
口
頭
で
の
業
務
委
託
は
Ｎ

Ｇ
で
あ
り
、
書
面
又
は
電
磁
的
方
法

に
よ
り
一
定
の
事
項
を
明
示
せ
よ
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
必
ず
し
も
契
約

書
を
作
成
す
る
必
要
は
な
く
、
発
注

書
で
も
構
い
ま
せ
ん
し
、
電
磁
的
方

法
に
は
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
の
Ｄ
Ｍ
等
が
広
く
含
ま
れ
ま
す
。

�
に
つ
い
て
は
、「
●
月
●
日
支
払
」

や
「
毎
月
末
日
締
切
、
翌
月
末
日
支

払
」が
良
い
例
と
さ
れ
て
い
る
一
方
、

「
●
月
●
日
ま
で
」
や
「
●
日
以
内
」

は
具
体
的
な
日
を
特
定
で
き
な
い
た

め
違
反
例
と
さ
れ
て
い
る
点
に
ご
留

意
く
だ
さ
い
。

（
大
阪
弁
護
士
会

弁
護
士

前
野

陽
平
）

中
小
企
業
の
皆
様
が
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
業
務
を
委
託
す
る
場
合
に
お

い
て
、
上
記
規
制
に
違
反
し
た
と
き
は
指
導
や
勧
告
の
対
象
に
な
り
得

ま
す
の
で
、
本
法
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
お
困
り
の

際
は
、
大
阪
弁
護
士
会
中
小
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
支
援
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
ポ
イ
ン
ト
� 塩

野
義
製
薬
の
現
在
の
社
章
に

も
な
っ
て
い
る
天
秤
の
重
り
に
使

わ
れ
る
、分
銅
。１
８
７
８
年
に
塩

野
義
三
郎
商
店
（
現
・
塩
野
義
製

薬
）を
創
業
以
来
、信
用
が
最
大
の

資
本
と
い
う
経
営
方
針
の
も
と
、

自
社
製
造
の
薬
局
方
（
や
っ
き
ょ

く
ほ
う
、
医
薬
品
の
品
質
管
理
基

準
で
、そ
の
医
薬
品
が
高
品
質
・
安

全
性
・
有
効
性
の
基
準
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
を
示
す
）
の
製
品
に

付
け
て
い
た
分
銅
マ
ー
ク
を
社
章

と
し
、
１
９
０
９
年
に
は
商
標
登

録
し
た
。
正
確
を
追
求
す
る
こ
と

を
象
徴
し
た
分
銅
マ
ー
ク
は
、
塩

野
義
三
郎
の
言
葉
と
共
に
、
今
も

世
界
中
に
広
が
る
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｏ

Ｇ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
従
業
員
へ

と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

株
式
の
分
散
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
相
談
が
激
増
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
準
備
を
重

ね
て
後
継
者
に
代
替
わ
り
し

た
と
き
、
株
主
の
数
の
多
さ

が
仇
と
な
っ
て
事
業
承
継
が

上
手
く
い
か
な
い
こ
と
が
残

念
な
が
ら
多
々
あ
り
ま
す
。

株
式
が
分
散
し
て
い
る
原
因

は
、
１
９
９
０
（
平
成
２
）

年
以
前
に
設
立
さ
れ
た
会
社

の
場
合
、
発
起
人
が
最
低
７

人
必
要
と
さ
れ
て
い
た
こ
と

や
株
主
の
相
続
が
繰
返
し
発

生
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
な

ど
、
様
々
で
す
。

「
代
表
取
締
役
に
な
る
た

め
会
社
を
辞
め
た
の
に
、
株

主
が
株
式
の
集
約
に
協
力
し

て
く
れ
な
い
」
と
深
刻
に
悩

ま
れ
て
い
る
相
談
者
さ
ん
。

株
主
の
数
は
３０
人
以
上
。
創

業
者
で
あ
る
亡
き
社
長
が
、

遺
言
で
５
人
の
子
や
孫
達
に

平
等
に
株
式
を
相
続
さ
せ
た

の
が
事
の
発
端
で
す
。「
株
式

を
売
っ
て
ほ
し
い
」
と
お
願

い
す
る
も
「
一
族
で
な
い
者

に
株
式
は
渡
せ
な
い
」
と
一

蹴
さ
れ
、
中
に
は
「
こ
の
株

式
は
１
億
円
の
価
値
が
あ
る

は
ず
」「
記
念
に
保
有
し
て
お

き
た
い
」
と
言
い
出
す
株
主

も
。
外
か
ら
は
簡
単
に
う
か

が
え
な
い
株
主
の
状
況
は
切

実
な
も
の
で
し
た
。

「
代
表
者
に
な
っ
た
の
だ

か
ら
株
式
を
譲
る
べ
き
だ
」

と
相
談
者
さ
ん
は
憤
り
ま

す
。
同
じ
よ
う
に
社
長
を
引

退
し
た
父
が
い
つ
ま
で
も
株

式
を
保
有
し
続
け
て
い
る
と

悩
ま
れ
て
い
る
後
継
者
も
多

い
で
す
。
し
か
し
、
株
式
は

会
社
の
「
所
有
権
」
と
し
て

の
性
質
も
有
す
る
強
力
な
権

利
。
誰
か
ら
も
干
渉
さ
れ
な

い
不
可
侵
の
権
利
で
す
。
法

律
が
認
め
た
強
制
的
な
買
い

取
り（
ス
ク
イ
ー
ズ
ア
ウ
ト
）

な
ど
の
例
外
は
あ
り
ま
す

が
、
譲
渡
に
つ
き
株
主
が
首

を
縦
に
振
ら
な
け
れ
ば
、
現

状
は
打
破
で
き
な
い
の
が
現

実
で
す
。

株
式
の
分
散
で
後
継
者
が

苦
し
ま
な
い
よ
う
に
、
創
業

時
か
ら
事
業
承
継
を
に
ら
ん

だ
株
式
保
有
戦
略
が
必
要
で

す
。
後
継
者
が
１
０
０
�
株

式
を
保
有
す
る
こ
と
が
理
想

で
す
が
、
で
き
れ
ば
３
分
の

２
以
上
、
最
低
で
も
過
半
数

を
保
有
で
き
る
よ
う
、
遺
言

書
の
準
備
な
ど
で
手
当
て
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
弁
護
士

さ
ん
な
ど
の
士
業
専
門
家
と

も
し
っ
か
り
と
連
携
し
て
い

る
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
も
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

産
学
共
同
で
新
薬
開
発
し
、
直
接
ユ

ー
ザ
ー
に
訴
え
る
手
法
で
販
路
開
拓

※分銅マークの社章

五
代
没
後
１
４
０
年
記
念
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

大
阪
商
工
会
議
所
を
設
け
、
初
代
会
頭
を
務
め
た
五
代

友
厚
が
没
し
て
今
年
で
１
４
０
年
。
大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
は
五
代
の
命
日
９
月
２５
日
に
ち
な
み
、
９
月
２４
〜

２６
日
、
大
阪
取
引
所
の
Ｏ
Ｓ
Ｅ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
「
五
代
友

厚
没
後
１
４
０
年
記
念
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
開
く
。
両

施
設
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
個
人
の
来
館
者
に
両
施
設
で

毎
日
先
着
３０
人
・
計
９０
人
に
「
五
代
友
厚
マ
ー
ク
入
り
ス

マ
ホ
ス
タ
ン
ド
に
な
る
ス
リ
ム
ふ
せ
ん
」
を
進
呈
。

【
問
合
せ
】
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・
７
６
０
１

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
来
館
者
３８
万
人
達
成

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
開
館
以
来
の
累
計
来
館

者
数
が
８
月
７
日
、
３８
万
人
を
達
成
し
た
。
３８
万
人
目
と

な
っ
た
の
は
、
大
阪
大
谷
大
学
人
間
社
会
学
部
人
間
社
会

学
科
で
藤
原
崇
教
授
の
授
業
を
受
講
す
る
２
〜
３
年
生
２２

人（
写
真
）。
見
学
を
終
え
た
学
生
は「
普
段
、
多
く
の
企

業
の
宣
伝
・
広
告
を
目
に
し
商

品
に
触
れ
て
い
る
が
、
企
業
家

の
視
点
で
考
察
で
き
、
新
鮮
だ

っ
た
」
と
話
し
た
。
ま
た
、
藤

原
教
授
は「（
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
）
経
営
理
念
の
観
点
か
ら
企

業
を
理
解
で
き
る
貴
重
な
施

設
。
今
後
も
授
業
で
来
館
し
た

い
」
と
強
調
し
た
。

【
問
合
せ
】
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

�
４
９
６
４
・
７
６
０
１

金
融
機
関
と
の
付
き
合
い
方
を
学
ぶ

大
阪
商
工
会
議
所
東
支
部
（
支
部
長
�
有
光
幸
紀
・
有

光
工
業
会
長
）
は
１０
月
９
日
、
金
融
機
関
と
の
付
き
合
い

方
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
。
講
師
は
岩
田
ま
り
子
税
理

士
。
ほ
か
に
大
阪
府
の
制
度
融
資
の
説
明
も

あ
る
。
午
後
２
〜
４
時
、
ホ
テ
ル
京
阪
京
橋

グ
ラ
ン
デ
（
大
阪
市
都
島
区
）。

【
問
合
せ
】
東
支
部
�
６
３
５
８
・
６
１
１
１

表：ＡＳＥＡＮ進出日系企業が「従業員の質の高さ」を進出先の
投資環境上のメリットと回答した割合（上位５カ国、％）

５位

タイ
７．５

マレーシア
９．２

タイ
６．９

注：ＡＳＥＡＮのうち、ブルネイは調査対象外。
出所：ジェトロ「２０２４年度海外進出日系企業実態調査（アジア・オセアニア編）

４位

ミャンマー
１３．３

ミャンマー
１３．３

フィリピン
１０．５

３位

シンガポール
１４．５

フィリピン
１４．２

ベトナム
１０．８

２位

フィリピン
１６．０

ベトナム
１５．１

マレーシア
１１．５

１位

ベトナム
１８．３

シンガポール
１９．４

シンガポール
１６．２

一般ワーカー

専門職・技術職

中間管理職

アアアアアアアアアアアアアアアアアアアセセセセセセセセセセセセセセセセセセセアアアアアアアアアアアアアアアアアアアンンンンンンンンンンンンンンンンンンンのののののののののののののののののののトトトトトトトトトトトトトトトトトトトレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンドドドドドドドドドドドドドドドドドドドアアアアアアアアアアアアアアアアアアアセセセセセセセセセセセセセセセセセセセアアアアアアアアアアアアアアアアアアアンンンンンンンンンンンンンンンンンンンのののののののののののののののののののトトトトトトトトトトトトトトトトトトトレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンドドドドドドドドドドドドドドドドドドドアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンののののののののののののののののののののののののののののののののののののののトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
イノベーションの宝庫

第
３
章

�３�

後継者の株式保有対策を

▼センター
のＨＰ

目
方
の
厳
正
、
品
質
の
純
正
、
価
格
の
適
正
を

ハ
カ
リ
の
分
銅
の
よ
う
に
正
直
に

し
お

の

ぎ

さ
ぶ
ろ
う

塩
野

義
三
郎
〔
初
代
〕
（
１
８
５
４
〜
１
９
３
１
）

塩
野
義
製
薬
株
式
会
社

�８１�

�３�

大
阪企企

業業
家家
のの
鑑鑑

―
経
営
者
の
名
言
―

私私のの事事業業承承継継・・ＭＭ＆＆ＡＡ。。悔悔ややままなないいたためめののイイロロハハととはは？？

大
阪
府
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

統
括
責
任
者

兼
田

亜
貴

株
式
が
事
業
承
継
の
障
壁

に
な
ら
な
い
た
め
に

フリーランス法

口
頭
で
の
業
務
委
託
は
Ｎ
Ｇ

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）

調
査
部
ア
ジ
ア
大
洋
州
課

課
長
代
理

庄

浩
充

日越間の人材循環が生み出す相乗効果ベトナム

２０２５年（令和７年）９月１０日 水曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３８３（３）
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大商ビジネススクール

万
博
来
場
者
の
円
滑
な
移

動
と
都
市
活
動
の
両
立
を
目

指
す
Ｔ
Ｄ
Ｍ
（
交
通
需
要
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
）へ
の
協
力
が
、

２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万

博
交
通
円
滑
化
推
進
会
議

（
大
阪
商
工
会
議
所
、
大
阪

府
、
大
阪
市
、
公
益
社
団
法

人
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博

覧
会
協
会
な
ど
で
構
成
）
に

よ
っ
て
広
く
呼
び
か
け
ら
れ

て
い
る
。
Ｔ
Ｄ
Ｍ
は
テ
レ
ワ

ー
ク
や
時
差
出
勤
、
通
勤
ル

ー
ト
の
変
更
な
ど
を
促
し
交

通
量
の
抑
制
や
平
準
化
を
図

り
、
交
通
混
雑
を
緩
和
す
る

取
り
組
み
。

万
博
の
累
計
来
場
者
は
、

１
５
０
０
万
人
を
超
え
、
１

日
当
た
り
の
平
均
来
場
者
数

は
約
１３
万
人
に
上
っ
て
い

る
。
今
後
、
会
期
末
に
か
け

て
、
さ
ら
に
来
場
者
が
増
え

る
見
込
み
で
、
Ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ

Ｍ
ｅ
ｔ
ｒ
ｏ
や
阪
神
高
速
道

路
な
ど
で
交
通
混
雑
や
渋
滞

が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、同
会
議
で
は
、

万
博
閉
幕
ま
で
を
Ｔ
Ｄ
Ｍ
取

組
期
間
に
設
定
。「
万
博
Ｔ
Ｄ

Ｍ
パ
ー
ト
ナ
ー
」
に
登
録
し

た
企
業
・
団
体
に
は
、
交
通

混
雑
予
測
情
報
が
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
で
届
く
ほ
か
、
万
博

Ｔ
Ｄ
Ｍ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
へ
の

社
名
掲
載
な
ど
の
特
典
を
用

意
し
て
い
る
。

【
問
合
せ
】
万
博
協
力
推
進

室
�
６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
活
躍
す
る
女
性

リ
ー
ダ
ー
を
応
援
す
る
表
彰
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
当
欄
で
は
同
事
業
の
受
賞
者

を
紹
介
す
る
。

◇

「
女
性
が
一
人
で
、
健
康
的
な
食
事
を

楽
し
め
る
場
所
が
な
い
」
�
�
。
２０
年
以

上
前
、
働
く
女
性
と
し
て
感
じ
た
そ
の
違

和
感
が
、
彼
女
を
起
業
へ
と
突
き
動
か
し

た
。
当
時
は
ま
だ
女
性
の
飲
食
関
連
の
起

業
は
少
な
く
、
健
康
志
向
の
外
食
文
化
も

限
ら
れ
て
い
た
。

２
０
０
２
年
の
創
業
以
来
、
女
性
の
健

康
を
軸
に
据
え
た
玄
米
カ
フ
ェ
事
業
を
展

開
し
、
店
舗
経
営
や
商
品
開
発
な
ど
、
事

業
規
模
を
約
３０
倍
に
ま
で
拡
大
。
女
性
目

線
の
店
舗
・
サ
ー
ビ
ス
・
商
品
が
時
代
に

必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
実
感
し

た
。
１７
年
度
以
降
は
国
立
大
学
医
学
部
と

共
同
研
究
を
開
始
し
、
玄
米
成
分
を
活
用

し
た
商
品
を
開
発
す
る
な
ど
、
科
学
的
根

拠
に
基
づ
く
信
頼
性
の
高
い
商
品
づ
く
り

を
実
現
し
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
の
成
長
と
と
も
に
６
０
０

人
を
超
え
る
女
性
の
雇
用
を
創
出
。
社
員

一
人
ひ
と
り
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
調

和
す
る
組
織
づ
く
り
を
重
視
し
て
き
た
。

理
念
や
コ
ン
セ
プ
ト
を
従
業
員
に
丁
寧
に

伝
え
続
け
る
こ
と
で
、
組
織
文
化
の
醸
成

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
２４
年
度
ブ
ル
ー

ロ
ー
ズ
賞
を
受
賞
。

「
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
は
、
社
会
に

多
様
な
価
値
を
も
た
ら
す
。
自
社
の
取
り

組
み
を
通
じ
て
、
女
性
活
躍
推
進
の
次
の

姿
を
社
会
に
届
け
た
い
」
と
今
後
の
展
望

を
語
る
。

平日朝８時台～１０時台の
Osaka Metro中央線、御堂筋線

平日午前中の
阪神高速道路湾岸舞洲出口などや会場周辺の一般道路

企
業
の
成
長
に
と
っ
て
、
優
秀

な
人
材
を
採
用
す
る
こ
と
も
大
切

だ
が
、
自
社
の
人
材
を
育
て
て
い

く
こ
と
も
不
可
欠
。
大
阪
商
工
会

議
所
の
研
修
を
活
用
し
人
材
育
成

を
行
う
事
例
を
紹
介
す
る
。

◇

ム
ソ
ー
（
大
阪
市
）
は
自
然
食

品
や
健
康
関
連
雑
貨
な
ど
を
扱
う

従
業
員
約
１
７
０
人
の
専
門
商

社
。
２
０
２
４
年
に
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
化
し
た
こ
と
か
ら
教
育
体

系
を
見
直
し
、
大
商
の
講
座
・
研

修
を
活
用
し
始
め
た
。
大
商
の
よ

う
に
研
修
を
実
施
し
て
い
る
団
体

や
企
業
は
複
数
あ
る
が
、
商
工
会

議
所
が
実
施
し
て
い
る
安
心
感

と
、
研
修
内
容
自
体
の
バ
ラ
ン
ス

の
良
さ
、
会
場
の
立
地
の
良
さ
か

ら
大
商
を
選
ん
だ
と
い
う
。

ま
た
、
大
商
が
年
２
回
開
催
し

て
い
る「
管
理
職
育
成
講
座
」「
中

堅
社
員
育
成
講
座
」
な
ど
の
定
番

講
座
を
積
極
的
に
受
講
し
て
い

る
。
理
由
と
し
て
、「
社
員
の
受
講

時
期
に
よ
っ
て
内
容
に
ば
ら
つ
き

が
出
る
の
を
防
げ
る
こ
と
」「
毎
年

開
催
さ
れ
る
た
め
、
予
定
を
組
み

や
す
い
こ
と
」
を
挙
げ
た
。

人
事
担
当
者
は
「
外
部
研
修
の

良
さ
と
し
て
、
同
じ
立
場
の
他
社

の
社
員
と
交
流
し
て
、
刺
激
を
得

ら
れ
る
こ
と
が
大
き
い
。
こ
れ
か

ら
も
大
商
の
講
座
・
研
修
を
活
用

し
て
社
内
の
人
材
育
成
を
進
め
た

い
」
と
語
る
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支
援
担

当
�
６
９
４
４
・
６
４
２
１

「
下
請
代
金
支
払
遅
延
等

防
止
法（
通
称
�
下
請
法
）」

が
改
正
さ
れ
、
２
０
２
６
年

１
月
か
ら
適
用
さ
れ
る
予
定

で
す
。
主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト

は
以
下
の
と
お
り
。

（
１
）
協
議
を
適
切
に
行
わ

な
い
代
金
額
の
決
定
の
禁
止

【
価
格
据
え
置
き
取
引
へ
の

対
応
】

対
象
取
引
に
お
い
て
、
代

金
に
関
す
る
協
議
に
応
じ
な

い
こ
と
や
、
協
議
に
お
い
て

必
要
な
説
明
又
は
情
報
の
提

供
を
し
な
い
こ
と
に
よ
る
、

一
方
的
な
代
金
の
額
の
決
定

を
禁
止
。

（
２
）
手
形
払
等
の
禁
止

対
象
取
引
に
お
い
て
、
手

形
払
を
禁
止
。
ま
た
、
支
払

期
日
ま
で
に
代
金
相
当
額
を

得
る
こ
と
が
困
難
な
支
払
手

段
も
併
せ
て
禁
止
。

（
３
）
運
送
委
託
の
対
象
取

引
へ
の
追
加
【
物
流
問
題
へ

の
対
応
】

対
象
取
引
に
、
製
造
、
販

売
等
の
目
的
物
の
引
渡
し
に

必
要
な
運
送
の
委
託
を
追

加
。

（
４
）
従
業
員
基
準
の
追
加

【
適
用
基
準
の
追
加
】

適
用
基
準
に
従
業
員
数
３

０
０
人
（
役
務
提
供
委
託
等

は
１
０
０
人
）
の
区
分
を
新

設
し
、
規
制
及
び
保
護
の
対

象
を
拡
充
。

◇

大
阪
商
工
会
議
所
の
経
営

相
談
室
で
は
、「
下
請
法
・
独

占
禁
止
法
」
の
相
談
を
実
施

し
て
お
り
、
公
正
取
引
委
員

会
の
担
当
者
が
本
改
正
法
に

つ
い
て
個
別
相
談
に
対
応
し

て
い
る
。
原
則
第
１
木
曜
日

午
前
１０
時
〜
正
午
（
休
館
日

を
除
く
）。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
７
２

メール kensyu2@osaka.cci.or.jp
ＴＥＬ 研修・採用支援担当☎６９４４・６４２１

大
阪
商
工
会
議
所
は
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
楽
し
く
学
ん
で
も
ら

お
う
と
９
月
２０
日
午
後
２
時

か
ら
「
ど
っ
す
ご
い
�
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
大
阪
・
関
西
万
博
場

所
」
を
万
博
の
大
阪
ヘ
ル
ス

ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
前
リ
ボ
ー

ン
ス
テ
ー
ジ
で
開
く
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
中

小
企
業
４
社
が
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
で
紙
相
撲
に
挑
む

「
横
綱
グ
ラ
ン
プ
リ
」
と
、

来
場
者
同
士
が
紙
相
撲
で
勝

負
す
る
「
ど
っ
す
ご
い
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
の
２
部
構
成
。
Ｍ

Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
「
ば
ん
ぱ
く
宣

言
」
の
公
開
録
音
も
行
い
、

オ
オ
サ
カ
ム
セ
ン
デ
ン
キ
の

島
田
和
明
社
長
、
マ
ツ
ダ
紙

工
業
の
松
田
和
人
社
長
が
ゲ

ス
ト
出
演
す
る
。

【
問
合
せ
】
産
業
部
�
６
９

４
４
・
６
３
０
０

１
９
６
９
年
に
自
然
食
品
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品

の
開
発
と
卸
業
と
し
て
設
立
。取
扱
商
品
は
調
味
料
、

加
工
食
品
か
ら
化
粧
品
ま
で
約
３
５
０
０
点
に
の
ぼ

る
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
や
「
ム

ス
ビ
ガ
ー
デ
ン
」
な
ど
直
営
店
舗
の
展
開
も
行
う
。

改
正
下
請
法
が
成
立

１０
月
１３
日（
万
博
閉
幕
日
）ま
で

交
通
混
雑
緩
和
の
取
組
期
間

大
商
の
窓
口
で
相
談
に
対
応

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

混雑の発生が想定される区間（鉄道・道路）

ＴＤＭの取り組み例

鉄道

万
博
会
場
で

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
学
ぶ

９
月
２０
日

人
財
を
育
て
る
２

受講企業の

声

道路

▼年間の
研修
一覧

管理部次長
岡田 洋明 氏

ムソー

女
性
の
視
点
で
事
業
を
展
開

＜７０＞

女性リーダーたち

９、１０月開催の講座・研修
場所は原則、大商で

活躍する

大塚 三紀子 さん

実身美 代表取締役

外部研修で刺激を得る

エグゼクティブ人材を目指す�部長
職のステップアップセミナー

管理職
１０：００～１７：００
９／２４（水）

Illustrator実践講座PC・ITスキル
１０：００～１７：００
１０／６（月）

ＤＸ推進につながる「業績を向上さ
せるマニュアルの作成・活用」講座

スキルアップ
１３：００～１７：００
１０／９（木）

入社半年フォローアップ講座新入～中堅
１０：００～１７：００
１０／１４（火）

若手・中堅社員に必須の「仕事力」
養成講座

新入～中堅
１０：００～１７：００
１０／１５（水）

管理職育成講座�１�自己改革編管理職
１０：００～１７：００
１０／１６（木）

（４）２０２５年（令和７年）９月１０日 水曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３８３


